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ミッ クに語られるようになったことを言祝ぎたいと思う 。なお、この書は2014年度の Prixde 











ヌへの手紙j（ガリマール出版社、 2005年） や『新版ルーへの手紙J（ガリマール出版社、 2010
年）だけではなく 、初めて校訂された 『芸術家たちとの手紙J（ガリ マール出版社、2009年） では、
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彼とやりとりしたほとんどすべての画家、彫刻家、挿絵画家たちの書簡が掲載され、適切な註が
施されている。また、雑誌 『人文科学j（セプトンテユリオン出版社、 2012年）では 〈アポリネー
ル群島〉と題した特集を編集責任者として企画し、今までになかったアプローチを拓いた。例え
ば、哲学者アン リ・ ベルグソンや詩人ルイ ・アラゴンとアポリネールとの思想的なつながり、深
層心理と精神分析・への彼の深い関心に関する研究、音楽理論家による彼の詩の音楽性の研究など。
このように見てくると、カンパ氏は現在、アポリネールの伝記を書くのに最も適した研究者と言
えるだろう D
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